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検討した。研究 3-3 の結果を踏まえると，1 回目
の作業を完遂できなかった成果に対して，不健全
完全主義群は実際の成果よりもネガティブに評価
したが，2，3 回目に作業を完遂することができ
ていた場合では，客観的な立体の評価と不健全完
全主義群の主観的な立体の評価に差はなかった。
また，作業遂行後の帰属に関して，不健全完全主
義群は作業を完遂するかに関係なく，常に成功基
盤自己価値や失敗の反すうに基づいた帰属を行
い，前の作業で上手くできなかった部分を悔やみ
続けることが分かった。しかし，不健全完全主義
は作業遂行中の感情状態には影響を及ぼさないこ
とが分かった。これらの結果より，作業を完遂す
ることができなかった場合に，不健全完全主義者
は成果をネガティブに評価することが分かった。
瑣末な努力を行うことや課題に取り組むこと自体
は，特に課題遂行後の帰属面において不健全完全
主義者に不適応をもたらす恐れがあることが明ら
かになった。不健全完全主義者はたとえ課題を完
遂させたとしても，前の課題で上手くできなかっ
た部分を悔やみ続け，その点を改善させなければ
ならないと自己にプレッシャーをかけることが分
かった。
第６章　総合考察
一連の検討を通して得られた結果を総括し，①
不健全完全主義者の適切な抽出方法，② 不健全
完全主義者の動機づけが維持されるメカニズム，
③不健全完全主義者の瑣末な努力の継時的推移，
④課題遂行後の不健全完全主義者の不適応的な帰
属の 4 点から考察を行った。一連の研究結果より，
課題遂行場面における不健全完全主義の瑣末な努
力モデルの妥当性が示されたと言える。さらに
本研究の結果は，治療を受けても改善しにくかっ
た不健全完全主義者の動機づけの維持要因を解明
し，また，不健全完全主義者が行う瑣末な努力を
客観的かつ継時的に測定することが可能な実験課
題があることを示すものである。
今後は，効果的な介入アプローチ方法の案出と
いった臨床場面で応用することや，不健全完全主
義者の瑣末な努力を検討するためのアプローチ方
法へ応用することが可能であると考えられる。本
研究の限界と今後の展望の検討から，課題遂行場
面における不健全完全主義の瑣末な努力モデルの
妥当性と更なる検討の必要性が示された。
